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新年あけましておめでとうござい

ます。 

 昨年は大変お世話になり誠にあり

がとうございました。今年もよろしく

お願い申し上げます。 

 昨年 5 月 1 日に新元号とともに新

病院での診療を開始いたしました。電

子カルテの更新も同時に行ったため

慣れるまで少し時間がかかり、患者さ

んはじめ皆様にご迷惑をおかけし大

変申し訳ありませんでした。現在、旧

病院の取り壊し、駐車場の整備、外構

工事を行っております。今年の 5 月中

には終了し、6 月にはグランドオープ

ンの予定です。今しばらくご不便をお

かけいたしますがご理解をいただき

ますようよろしくお願いいたします。 

 新病院におきましてもこれまでと

同様、地域医療と勤労者医療を推進し

てまいります。病棟は療養環境が良く

なり患者さんからも高い評価をいた

だいております。 

入院機能は、回復期、慢性期の患者

さんは地域の病院と連携を取り紹介

させていただき、旧病院と同様、急性

期の機能を担ってまいります。8 月に

7 対１の病床の一部を ICU 病棟 4 床

と地域包括ケア病棟 50 床に変更し、

これまでにも増して重症の患者さん

からサブアキュートの患者さんまで

幅広く対応できるようになりました。 

外来は動線が短くなり効率が良く

なりました。専門外来、救急外来、紹

介外来の充実を図ることにより外来

機能を高めてまいります。地域の多職

種の方々と連携を取ることにより地

域完結型の医療を目指し、この地域で

急性期医療を必要とする患者さんの

より多くに対応できる病院になりた

いと思っております。多職種の連携は

理念 地域の人々と勤労者の方々に信頼される医療を提供します 第３２号（2020.2月号） 

 

 



 

 

顔の見える関係が重要と考えてお

ります。診療所、消防署などをこれ

までと同様訪問させていただき、診

療所の先生方、消防隊の方々のニー

ズにお応えできるようにしていき

たいと思っております。また、地域

の病院の先生方とはなるべく早い

段階で情報提供をさせていただき、

スムーズに転院していただけるよ

う調整を取りたいと思っておりま

す。 

 勤労者医療はこれまでじん肺、ア

スベスト関連疾患で培ってきた働

く方の健康と職業生活を守る「勤労

者医療」の考え方をさらに進め、病

気の治療をしながら就労するとい

う「治療就労両立支援」に力を入れ

ていきます。 

 地域医療と勤労者医療を積極的

に実践することにより、病院理念で

あります「地域の人々と勤労者の

方々に信頼される医療を提供しま

す。」に繋がると考えております。

今年も皆様方のご支援、ご指導を賜

りますようよろしくお願い申し上

げます。

「旭ろうさい病院今昔物語」 

 

旭ろうさい病院副院長 安藤 郁子 

 

平成 7 年 7 月 1 日から「旭労災病

院」で勤務しています。元号が令和に

変った 5 月 1 日に新病院になり名前

も「旭ろうさい病院」となりました。 

かれこれ 25 年近く務めてきた私にと

って、新しく生まれ変わったこの病院

に、新鮮なトキメキを感じると同時に、

古い病院がどんどん解体され消えて

いくのを見ていると、なにやら寂しく

万感迫る思いがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当時から小児科は 2 人常勤医体制

でしたが、その頃は毎日時間外の急患

や紹介患者さまに対応し、外来入院併

せて大勢の患者さまの診療にあたっ

ていました。さらに産科もあったので、

帝王切開や緊急の異常分娩に立ち会

い、生まれてきた赤ちゃんの管理もす

べて行っていました。現在取り沙汰さ

れている「働き方改革」から言ったら、

とんでもない日々を過ごしていた気

がします。それでも当時の私は小児科

医とはそんなもの、先輩の先生方の子

どもに向き合う真摯な姿を見ながら

学んできた私は、あまり辛いと感じた

ことがありませんでした。また院内の

他科の先生方が「なにやら小児科が大

変らしい」となると時間外であろうと

も、いつでも快く助け船を出してくれ、

一緒に治療にあたってくれたことも

大きな支えでした。さらに抱えきれな

い困難があると院長をはじめ事務職

の方々、看護師さんたち、いろんな職

種の人たち皆が手を差し伸べてくれ

ました。そんな時いつも旭労災病院と

いう大きな傘の下で小児科は守られ
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ていると感じ、当院の裏標語である

「骨太でフットワークの軽い、科の垣

根の低いアットホームな病院」である

ことを涙がでるほど実感したもので

す。 

その後しばらくして小児科医不足

が深刻となり、私たちもずっと医師不

足に悩まされてきました。さらにここ

10 年くらいは私自身も高齢化（？）

で寄る年波にも勝てず、時間外の診療

は断念せざるを得なくなり、当院にと

っての小児科の在り方を見直すべき

時が来たと思いました。そこで最近ニ

ーズが高まってきた発達に課題のあ

るお子さんや、心が痛くて辛いお子さ

んに対し、じっくり向き合う診療に力

を入れるようになりました。現在では、

平日時間内は今までどおり子どもの

様々な病気や予防接種に対応してい

ますが、その傍らで心理士による発達

知能検査やカウンセリングができる

ような体制を整え、「発達支援外来」

を続けています。新病院では小児科外

来もとても可愛くリニューアルされ、

ゆっくりお話しのできる面談室も設

けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、小児科医に求められることは何

かを模索しながら、今後も「旭ろうさ

い病院小児科」は近隣の子どもたちの

心も体も診ることのできる、ご家族に

頼られる小児科でありたいと思って

います。 

 

 

風邪を予防しよう 

 

呼吸器内科主任部長 加藤 宗博 
 

寒い冬の時期、気を付けたいのが

「風邪」です。風邪は主として鼻、

のどなど上気道に起こる感染症で、

原因のほとんどはウイルスによる

ものです。粘膜の障害性が強いウイ

ルスでは、細菌による 2 次感染を引

き起こします。気管支喘息や COPD

など慢性の呼吸器疾患を持つ場合、

風邪によりこれらの疾患が増悪す

る恐れがあり、風邪を予防すること

は重要です。 

以下に風邪を予防するポイント

をあげます。 

 

【手洗い】 

風邪は手を介してもうつります。

風邪の原因として多いライノウイ

ルスは、手からの接触感染で鼻や目

の粘膜を介してうつる特徴があり、

予防のために手を洗うことは大切

です。せっけんで手を洗うと、汚れ

と一緒にウイルスや細菌が泡で洗

い流されます。手洗いは、できれば

30 秒かけて液体せっけんなどでよ

く洗い、流水できれいに流しましょ

う。また、手を濡れたままにしてお

診療トピックス 

 

新病院小児科外来待合 



 

くと、残ったウイルスや細菌が付着

したまま生き続けるため、清潔な布

類やペーパータオルでよく拭き、乾

燥させましょう。 

 

【うがい】 

「インフルエンザ」などはせきや

くしゃみからウイルスや細菌を含

むしぶき（飛沫）を発生し、のどを

通じて感染することがあります。こ

れを飛沫感染といいます。うがいは、

口やのどの洗浄、のど粘膜の自浄作

用の促進などの効果があります。の

どは空気や食物の通り道であり、清

潔にして炎症が起こらないように

粘膜の状態を整えておく必要があ

ります。 

 

【水分補給】 

体の中の水分が不足すると血液

や体液が濃くなるため、様々な影響

が出てきます。粘液によって外敵の

侵入を防いでいる粘膜も、水分が不

足すると十分な能力を発揮できず、

ウイルスや細菌などに侵入されや

すくなります。十分な水分補給はの

どの粘膜の繊毛運動を活発にして

ウイルスや細菌の体外への排出を

助けます。 

 

【栄養】 

栄養のバランスのとれた食事を

摂取することは、風邪予防など健康

を維持するために必要です。人参や

ウナギ、モロヘイヤに含まれるビタ

ミン A は、粘膜を強化して、細菌な

どの病原微生物を入り込みにくく

させます。しかし、体にたまる傾向

があるので、摂りすぎには注意が必

要です。イチゴやブロッコリーなど

に含まれるビタミン C は抗酸化作

用を持ち、白血球の機能を高め、傷

ついた細胞の修復を促進します。ビ

タミン E も抗酸化作用があり、ビタ

ミン C の効果を持続させる働きや、

細胞膜の保持、強化に役立ちます。 

 

【睡眠】 

睡眠不足など不規則な生活を続

けていると疲労がたまり、風邪をひ

きやすくなります。日頃からしっか

り睡眠をとり、規則正しい生活をす

ることが大切です。 

 

【リラックス】 

気持ちが落ち込むと風邪をひき

やすくなるといわれています。なる

べくストレスをためないようにす

ることも健康な生活を送るために

必要です。 

 

【保温】 

体を冷やすと風邪をひきやすく

なるため温かい下着やセーターな

ど着用し、外出時は温かい上着を着

るなど気を配りましょう。 

 

【保湿】 

粘膜は、ウイルスや細菌の侵入を

阻止する第一のバリアーです。粘膜

は通常、粘液に守られていますが、

乾燥すると病原微生物が侵入しや

すい状態になります。室内が暖房な

どで乾燥するとのどの粘膜が弱っ

てしまい、風邪を引きやすくなりま

す。水分をこまめに摂取すること、

部屋の湿度を高く保つことや、マス

クをしてのどを保湿することなど

が効果的です。 

 

しっかり風邪を予防して、この冬

を元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おっしゃるとおり、手元のモノを見るときに遠くに離さないと見え 

ないという症状は、老眼の初期症状と思われます。さらに年齢を重ね 

ると、遠くに離してもはっきり見えなくなります。 

目の組織の中で、レンズの働きをしているのが「水晶体」です。近 

くを見たりする際には、水晶体の厚みを厚くしたり薄くしたりしてピ 

ントを「調節」しています。加齢とともに水晶体の弾力性が低下して 

硬くなると、近くを見るときに必要な調節ができなくなります。これ 

が「老眼」です。 

水晶体の老化は 10 代から始まっていますが、一般的に 40 歳を過ぎ 

る頃から調節力が低下し、ピントが合わせにくくなるという自覚症状 

が現れてきます。そして 65 歳頃には、調節力はなくなります。 

目の調節機能が衰えた状態で無理して近くを見続けることは、眼精 

疲労の原因になります。老眼による症状がある場合は、老眼鏡を使用 

する、スマホやパソコンの字の大きさを拡大する、休憩する、眼鏡の 

度が合っているか確認するなど目の負担を軽くし、うまく付き合って 

いく必要があります。 

また、老眼以外にもドライアイや緑内障、斜視など、他の疾患が原 

因のこともあるので、症状があるようでしたら、一度眼科での検査を 

お勧めいたします。 

 

（旭労災病院 眼科部長 丹羽 慶子） 

院内コラム 

教えてドクターQ＆A 

【質問】                                                       

最近老眼のせいなのか、書類や新聞などは顔から遠くに離さないとピントが

合いません。スマートフォンでニュース記事を読むのもつらいです。一度眼科

にかかったほうがよいでしょうか。（40 代男性） 

 

～市民公開講座について～ 

令和 2 年 2 月 8 日（土）に新病院 5 階会議室で当院糖尿病内分泌内科部長によ
る「老化について－老化はどこまで防止できるのか－」の公開講座を行い、多数
の市民の皆様にご参加頂きました。今後も毎月実施予定としております。予約不
要、参加無料となっておりますのでぜひご参加ください。なお、詳細につきまし
ては、当院ホームページ（http://www.asahih.johas.go.jp/index.html）又は、院
内掲示をご覧ください。 
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http://www.asahih.johas.go.jp/index.html
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～クリスマスコンサートについて～ 

 令和元年 12月 9日（月）に当院１階医事課 

前ロビーにて、毎年恒例となっているピッコロ 

マンドリーノの皆さんによるギター・マンドリ 

ンクリスマスコンサートを開催しました。 

 当日は、多くの患者さんが参加され、クリス 

マスソングメドレーを初め、季節感たっぷりの 

演奏が行われ、とても素敵な時間を過ごすこと 

ができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新病院外来駐車場工事について～ 

  

令和２年６月のグランドオープンに向 

けて、現在、旧病院の建物を取り壊し工 

事が行われています。 

工事期間中、患者の皆様には多大な御 

迷惑をお掛けしてまいりましたが、駐車 

場完成後は約２００台の外来患者さん専 

用駐車場となります。 

加えて、現在は使用禁止となっている 

正面玄関も完成し、患者用駐車場から病 

院内までの動線が格段に良くなります。 

また、併せて病院バスやタクシーなど 

が正面玄関前に乗り入れることが可能と 

なるロータリーも利用開始となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 気が付けば 1 月も終わり、現在も日本開催のラグビーW 杯の盛り上がりが続いているよ

うですが、いよいよ 2020 年夏オリンピック・パラリンピックの東京開催まで半年を切り、

56 年ぶりの自国開催ならではの盛り上がりが実感できる熱い夏が期待されます。 

 当院の 2020 年の大きな出来事としては、昭和 35 年 6 月 27 日に開設し本年 6 月に開院

60 周年の節目の年を迎えます。引き続き、地域の住民から信頼される病院として急性期医

療を提供してまいります。 

 また、同月に増改築工事は終了し、今までご不便をお掛けしておりましたが、駐車場から

正面玄関までフラットに整備され利用者の利便性の向上を図ります。新しい病院として生ま

れ変わりますので、スポーツの祭典であるオリンピック・パラリンピックと同様にご期待く

ださい！ 

 なお、発刊にあたっては、当院の広報委員会を中心に紙面作りに取り組んでおりますが、

一人でも多くの方々に読んでいただけるよう頑張りますので何卒よろしくお願いします。 

（事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


